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「
電
工
会
は
歴
史
あ
る
団

体
（
１
９
４
８
年
設
立
）
で

あ
り
、
団
体
職
員
は
初
め
て

な
の
で
緊
張
感
も
あ
る
が
、

新
し
い
仕
事
に
取
り
組
む
興

味
、
楽
し
さ
も
あ
る
」
と
、

何
事
も
前
向
き
な
阿
部
さ
ん

ら
し
い
。「
個
社
で
は
な
く
、

全
体
最
適
を
基
本
に
業
界
発

展
に
尽
力
し
た
い
。
職
員
も

少
人
数
な
の
で
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
優
先
。
明
る
く
楽

し
い
雰
囲
気
作
り
も
心
が
け

た
い
」
と
付
け
加
え
る
。

　

古
河
電
工
時
代
は
、
海
外

赴
任
も
長
い
。
中
近
東
で

は
「
フ
ル
タ
ー
ン
キ
ー
（
工

事
込
み
）
で
高
圧
電
力
ケ
ー

ブ
ル
、
Ｏ
Ｆ
ケ
ー
ブ
ル
拡
販

な
ど
に
約
７
年
間
取
り
組
ん

だ
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
約
７

年
間
は
、
香
港
で
中
国
で
の

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
街
作
り
へ

の
製
品
提
供
に
奔
走
。「
収

め
た
電
線
が
中
国
の
発
展
に

貢
献
し
た
こ
と
は
誇
り
で
あ

り
、
苦
労
は
あ
っ
た
が
今
で

も
良
い
思
い
出
」
と
、
イ
ン

フ
ラ
を
支
え
る
電
線
へ
の
思

い
は
熱
い
。

　

続
い
て
自
動
車
用
ワ
イ

ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
事
業
に
係
わ

り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ベ
ト
ナ

ム
へ
。
こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
対
応

な
ど
の
難
題
解
消
に
取
り
組

み
、「
従
業
員
や
顧
客
と
共

に
乗
り
切
っ
た
時
の
感
動
は

今
も
忘
れ
な
い
」。

方
向
性
、
在
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
会
員
と
共
に
議
論
し
な

が
ら
具
体
化
を
進
め
た
い
」

と
意
欲
を
示
す
。

　

電
線
産
業
、
お
よ
び
業
界

の
社
会
的
位
置
付
け
に
つ
い

て
は
「
残
念
な
が
ら
正
し
く

評
価
さ
れ
て
い
な
い
」
と
の

認
識
で
、そ
の
た
め
に
も「
伝

え
た
い
こ
と
を
伝
わ
る
よ
う

に
伝
え
た
い
」
こ
と
を
重
視

す
る
。
何
事
に
も
真
摯
に
取

　

こ
れ
ら
に
よ
り
「
正
し
い

こ
と
を
互
い
に
理
解
、
認
識

す
る
こ
と
で
品
不
足
問
題
再

発
生
に
つ
な
げ
た
い
」。
さ

ら
に
は
、
人
材
確
保
難
解
消

や
電
線
ケ
ー
ブ
ル
盗
難
防
止

な
ど
で
は
、
関
係
省
庁
と
の

連
携
緊
密
化
に
も
力
を
入
れ

る
。

　

古
河
電
工
へ
の
入
社
は
、

大
学
時
代
の
留
学
先
、
南
米

ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
古
河

電
工
の
生
産
拠
点
が
あ
っ
た

こ
と
。「
社
会
発
展
に
貢
献

し
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
阿

部
さ
ん
の
心
に
、
強
く
響
く

も
の
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ

ん
な
阿
部
さ
ん
が
現
在
、
大

月
上
智
大
学
外
国
語
学
部
卒

業
、
同
年
４
月
古
河
電
工
入

社
。
２
０
１
６
年
４
月
古
河

電
工
執
行
役
員
、
19
年
４
月

古
河
電
工
執
行
役
員
、
電
装

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
統
括
部

門
自
動
車
部
品
事
業
部
門
事

業
部
門
長
兼
古
河
Ａ
Ｓ
社

長
、
20
年
４
月
古
河
電
工
執

行
役
員
常
務
、
電
装
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
統
括
部
門
自
動

車
部
品
事
業
部
門
事
業
部
門

長
兼
古
河
Ａ
Ｓ
社
長
を
経

て
、
24
年
４
月
か
ら
古
河
電

工
自
動
車
部
品
事
業
部
門
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
。福
井
県
出
身
、

63
歳
。

　

趣
味
＝
読
書
、
国
内
の
現

存
天
守
閣
の
あ
る
城
巡
り
、

ゴ
ル
フ
▽
好
き
な
言
葉
・

モ
ッ
ト
ー
＝
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｒ
ｅ
ｗ

ａ
ｒ
ｄ　

ｏ
ｆ　

Ｓ
ｕ
ｆ
ｆ

ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ　

ｉ
ｓ　

Ｅ
ｘ

ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
（
苦
し

み
の
代
償
は
経
験
で
あ
り
、

経
験
が
成
功
へ
の
鍵
）

　

電
工
会
が
掲
げ
る
重
要
課

題
で
も
あ
る
商
慣
習
改
善
に

つ
い
て
は
、
汎
用
電
線
分
野

の
経
験
は
少
な
い
が
、
そ
の

重
要
性
は
十
分
に
認
識
。「
今

ま
で
の
や
り
方
で
な
く
、
市

場
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
た

り
組
み
、
細
や
か
な
配
慮
を

い
と
わ
な
い
阿
部
さ
ん
ら
し

い
セ
リ
フ
だ
。
そ
の
た
め
、

販
売
量
や
物
流
形
態
把
握
の

た
め
の
流
通
業
者
や
、
ユ
ー

ザ
ー
と
の
情
報
交
換
に
も
積

極
的
に
取
り
組
む
。

切
に
し
て
い
る
言
葉
は
「
一

所
懸
命
や
れ
ば
、
だ
れ
か
が

見
て
い
る
」
と
先
輩
か
ら
言

わ
れ
、
守
り
続
け
て
お
り
他

の
人
に
も
「
こ
の
こ
と
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
」。

　

職
場
が
変
わ
り
、
少
し
時

間
的
余
裕
が
で
き
た
こ
と
か

ら
「
忙
し
い
を
言
い
訳
に
」、

こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
好

き
な
読
書
を
再
開
し
た
。
ま

た
、「
少
し
や
せ
よ
う
と
思
っ

て
」
始
め
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、
１
日
１
万
歩
以
上
を
心

が
け
る
。そ
の
成
果
も
あ
り
、

「
順
調
に
体
重
は
減
っ
て
い

る
」
そ
う
で
、
酒
食
に
気
を

付
け
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
。

だ
が
、
宴
席
で
話
が
は
ず
む

阿
部
さ
ん
の
姿
を
見
る
と
、

時
間
と
と
も
に
会
員
か
ら
の

誘
い
が
増
え
そ
う
な
気
が
し

て
、
他
人
事
な
が
ら
心
配
に

な
る
。
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